
摩川内市農業委員会委員候補者の公募状況（応募）ࡷ 

年月 勤務先等 年月 公職名 作物・家畜等 耕作面積・頭羽数

H22.４～H22.７ ㈱さかうえ 現在 薩摩川内市消防団
東郷分団第２部団
員

ブドウ ７０a

〇

H22.７～R３.８ 森園農園 R7.4～R7.9 鹿児島県青年クラブ
連絡協議会７０周年
記念大会役員

キンカン １５a

R3.９～ ファーム森園 ミカン ３０a

水稲 １６０a

H29.3～R4.3 髙崎畜産 H29.３～ 北さつま農業協同
組合理事

繁殖牛 ７０頭

〇

R2.5～ 農業委員 水稲 １５０a

WCS・飼料作物 ７００a

H8.10～H16.2 JA鹿児島県中央会 H29.5～ 農業委員 ネギ ４０a

H16.3～H31.3 就農 水稲 ２０a

H31.4～R6.10 きらら農園

R6.10～ 吉永農園

　３０代のうちに農業委員に入り、農地の現
状や地域のことを学び、今後の地域営農に活
かしたいと考えた。
　若手への農地を繁ぐ事と若手の意見を吸い
上げ、取り入れて今後の農地利用の最適化を
図りたい。
　遊休農地・耕作放棄地を減らし、将来に残
す活動に取組みたい。
　耕作者土地の周辺を集積し、地域営農の効
率化を図る。
　過度な都市開発、農地転用を抑えて、農地
を守りたい。

農業

　農業を取り巻く情勢は、農業就業人口の
高齢化や農地の生産基盤の減少などにより
益々厳しい状況に直面している。
　そこで、将来の農業者の生産意欲が発揮
されて、日本の農地が有効に利用されるよ
うに、農業委員会の役割を理解して、農地
利用の最適化に取り組むとともに、地域の
活性化に取り組んで参りたい。

農業

　農業委員を３期させていただいている
が、その間、農業人口は減り続け、農地が
空いてくるのを実感している。
　自分自身も手がまわらず、耕作面積が大
幅に減少している。
　なかなか思うような成果もなく、自分の
力不足を感じているが、行動を起こさない
と何も変わらないので、微力ながら、今後
も活動していきたいと思っている。

森園　知 男 35

2 西　裕一郎 男 58

3 小城　義己 男 54
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S51.4～H22.3 農林水産省鹿児島
食糧事務所

R5.5～ 農業委員 野菜
（自家消費）

１５a

H22.4～R5.3 農林水産省九州農
政局鹿児島支局

H24.9～H30.9 三光クボタ建機㈱ H21.4～ 薩摩川内市消防団
川内南分団隈之城
支部団員

水稲 2,200a

〇

H30.4～ 農業委員

S45.3～H6.1 上村真珠KK H24.4～H30.3 薩摩川内市消防団
里分団分団長

水稲 １６０a

H11.12～H15.1 稲盛工業㈱ H11.7～ 農業委員 さつまいも ４０a

H15.2～H20.12 ㈱水建システム R6.4～ 里地区コミュニ
ティ協議会育成部
長

じゃが芋 ２０a

H21.1～ 水土里農園

　令和９年から農業の姿が新しく変わろう
としている。
 薩摩川内市の農業は私たちの食や暮らし
を守り、未来の子供たちへ繋いでいく大切
な宝物である。
　私は地域の声を大切に受けとめ、中立の
立場から農地の活用や担い手の応援に全力
を尽くしたいと考えている。
　また、ドローンやセンサー等を活用した
スマート農業を広げ、若い世代が夢を持
ち、次の時代を担う農業に魅力を感じても
らえるよう努めてまいる。

4 木下　博英 男 67 農業

　農業委員として、農地を守り、後輩農家
や新規就農する人のサポートをしていきた
いと思い応募した。

5 永留　智史 男 38 農業

　農業者の高齢化も進み、若い後継者不足
の中、少しでも荒廃化をなくすため、会社
退職者や担い手等へ、農地の集積と集約化
を進め、新たな遊休農地発生防止の解消に
努めたい。

6 磯道　博和 男 71 農業


